
 

 
 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第４章 

こども施策の展開 

「山口市こども計画」の進捗状況 

について（報告） 
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１ こどもの成長と子育てを支援する施策 

 

●目標値の達成状況 

 

項 目 
現 状 

令和５年度 

目標値 

令和11年度 

参 考 

令和６年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

子どもを安心して生み

育てられる環境が整っ

ていると思う、子ども

を持つ親の割合 

63.5% 
75.0％ 

以上 
70.3% 80.7% 

  

 

子育ての不安や悩みを

解決できている親の割

合 

64.9% 
70.0％ 

以上 
61.2% 71.8% 

  

 

保育所待機児童数 

（翌年度 4 月 1 日の状

況） 

２人 0 人 5 人 ６人 

  

 

幼稚園や保育所（園）

で就学前教育を受けて

いる幼児の割合 

97.8％ 
99.0％ 

以上 
98.6％ 98.2％ 

  

 

 
 
●令和 7 年度の取組内容 
 

（１）こどもと母親の健康づくり 

①安心して出産できる環境の整備 

No 事務事業 取組内容 

１ 

母子保健指導事業 

（妊娠届出時の保健指導） 

（葉酸摂取サポート事業） 

安心して出産・育児に取り組めるよう、1,047 件の妊娠届

出時に保健師及び助産師が保健指導を行いました。 

２ 

妊娠・出産包括支援事業 

（産前・産後サポート事業） 

（利用者支援事業） 

・家庭や地域での妊産婦等の孤立感の解消を図るために、

妊産婦とその家族を対象に、保健師、助産師等による相談

支援を行いました。 

・妊娠届出時から「やまぐち親子♡子育てアプリやまここ

by 母子モ」の登録を案内し、妊娠・出産・子育て期にわた

り子育てに関する情報を配信しました。 

・子育て保健課のインスタグラムを通じて、タイムリーな

子育て支援情報の発信に努めました。 

３ 
妊娠・出産包括支援事業 

（産後ケア事業） 

退院直後の母子に対して心身のケアや育児サポート等のき

め細かい支援を行うために、医療機関等において宿泊型、

日帰り型、母乳支援型、訪問型を実施し、延べ 1,400 日

の利用がありました。 

 

４ 
妊娠・出産包括支援事業 

（産婦健康診査事業） 

産婦の経済的な負担軽減と心身の健康管理を図るために、

産後 2 週間、産後 1 か月の計 2 回産婦健康診査を行いま

した。（産後 2 週間 953 人、産後 1 か月 948 人受診） 
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No 事務事業 取組内容 

５ 妊産婦歯科保健事業 
妊産婦の歯科疾患の早期発見と早期治療のため、歯科健康

診査と歯科保健指導を行い、324 人が受診しました。 

６ 不妊・不育治療費助成事業 
医療保険適用となる不妊治療費の自己負担分 96 件と不育

治療費の自己負担分8件に対して、助成金を交付しました。 

７ 妊婦等包括支援相談事業 

妊婦・その配偶者等に対して、面談等の実施により、必要

な情報提供や相談に応じるとともに、ニーズに応じて必要

な支援につなげる伴走型相談支援を行いました。 

 

②安心して子育てができる環境の整備 

No 事務事業 取組内容 

１ 乳幼児健康診査事業 

１か月児、３か月児、７か月児、１歳児、１歳６か月児、

３歳児を対象に乳幼児期の疾病を早期発見することを目的

に健康診査を行い、乳幼児健診受診率の平均は 97.9％で

した。 

２ 母子相談事業 

子育てに関する不安や悩みを軽減し、母子保健に関する正

しい知識の啓発と普及を図るため、各種専門職が山口市こ

ども家庭センターや地域交流センター等、身近な場所で計

123 回相談指導を行い、延べ 1,476 人が利用しました。

山口市こども家庭センター等の一部の窓口では、個別に電

話相談やオンライン相談も行いました。 

３ 
母子健康教育事業 

（離乳食教室・病気とお薬） 

育児や乳幼児の健康づくりに関する正しい知識の普及を目

的とした教室を行いました。 

４ 
母子健康教育事業 

（発達支援学級） 

発達が気になる幼児と未熟児及びその保護者に、専門職が

助言、指導を行う教室を実施しました。 

５ 5 歳児発達相談事業 

５歳児の保護者が発達や育児についての不安を相談し、関

係機関が連携して助言、指導を行うことで、こどもの成長・

発達を支援する相談会を実施し、86 人が受相しました。 

６ 
母子地域活動事業 

（母子保健推進員） 

・子育て家庭にとって地域の身近な相談者である母子保健

推進員に対する研修を実施しました。 

・地域の子育ての支援や輪づくりのため、母子保健推進員

が乳幼児に対して 3,278 件の訪問や 85 回の育児学級を

行いました。 
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③食育の推進 

No 事務事業 取組内容 

１ 食育推進事業 

朝食摂取の重要性や主食・主菜・副菜を組み合わせた栄養

バランスのよい食事を推進するため、早寝早起き朝ごはん

の実践方法を紹介した動画を作成し、保育所、幼稚園、こ

ども園、小学校に周知啓発するとともに、市公式 YouTube

に掲載しました。山口市食育ボランティアの活動について

SNS 等を利用して周知し、活用促進を図りました。また、

小中学生を対象にお料理コンクールを実施しました。  

 

④小児医療の充実 

No 事務事業 取組内容 

１ 在宅当番医制事業 
山口市医師会、吉南医師会に委託し、休日医療を確保しま

した。 

２ 
地域救急医療運営費補助事

業 
小児救急に関する講座を行いました。 

３ 
休日・夜間急病診療所運営

事業 

山口市休日・夜間急病診療所で外科（けがや軽いやけど）、

歯科診療を行いました。 

４ 未熟児養育医療給付事業 

医療を必要とする未熟児に対して、養育に必要な医療の給

付を行いました。申請者 58 名に対して給付決定を行い、

引き続きも含めて 71 名に給付しました。 
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（２）保育及び教育環境の充実 

No 事務事業 取組内容 

１ 

保育士処遇改善 

・私立保育園運営事業 

・認定こども園運営事

業 

・地域型保育運営事業 

保育に携わる人材の確保が困難な中、質の高い保育の安定

的な提供を図るため、認可保育施設に対して、保育士等の

処遇改善に要する費用を補助しました。 

２ 
私立保育園運営事業 

（休日保育） 

私立保育園（1 施設）において、休日保育を実施しました。

(延べ利用人数：317 人) 

３ 
私立保育園特別保育事

業 

・障がい児受入促進事業として、障がい児受入のための施

設改修等の費用を補助しました。（2 施設、９８３千円） 

・保育体制強化事業として、子育てサポーター等を配置す

ることで、保育士の負担を軽減し、保育環境の充実を図る

施設に対して、サポーター等の配置に要する費用を補助し

ました。(16 施設、14,880 千円) 

・児童の健康支援体制強化事業として、看護師等を配置し、

こどもの健康対策の充実を図る施設に対して、看護師等の

配置に要する費用を補助しました。 

(8 施設、18,589 千円) 

・児童発達支援体制確保事業として、障がい児等の発達支

援及び処遇改善並びに職員の処遇改善を図りました。 

(19 施設、131,010 千円) 

・乳児保育促進事業として、乳児担当保育士を確保し、年

度途中の安定的な受入推進を図りました。 

(8 施設、3,003 千円) 

・保育士の負担軽減を図るため、保育業務のＩＣＴ化を進

める施設に対して、ＩＣＴ化システム導入に要する費用を

補助しました。（2 施設、1,817 千円） 

４ 
認定こども園特別保育

事業 

・障がい児受入促進事業として、障がい児受入のための施

設改修等の費用を補助しました。（1 施設、1,016 千円） 

・保育体制強化事業として、子育てサポーター等を配置す

ることで、保育士の負担を軽減し、保育環境の充実を図る

施設に対して、サポーター等の配置に要する費用を補助し

ました。(11 施設、13,020 千円) 

・児童の健康支援体制強化事業として、看護師等を配置し、

こどもの健康対策の充実を図る施設に対して、看護師等の

配置に要する費用を補助しました。(4 施設、2,608 千円) 

・児童発達支援体制確保事業として、障がい児等の発達支

援及び処遇改善並びに職員の処遇改善を図りました。 

(7 施設、36,840 千円) 

・保育士の負担軽減を図るため、保育業務のＩＣＴ化を進

める施設に対して、ＩＣＴ化システム導入に要する費用を

補助しました。（1 施設、440 千円） 
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No 事務事業 取組内容 

５ 
地域型保育特別保育事

業 

・保育体制強化事業として、子育てサポーター等を配置す

ることで、保育士の負担を軽減し、保育環境の充実を図る

施設に対して、サポーター等の配置に要する費用を補助し

ました。(4 施設、4,174 千円) 

・児童の健康支援体制強化事業として、看護師等を配置し、

こどもの健康対策の充実を図る施設に対して、看護師等の

配置に要する費用を補助しました。(2 施設、3,308 千円) 

６ 私立幼稚園運営事業 

保育に携わる人材の確保が困難な中、質の高い保育の安定

的な提供を図るため、施設型給付の幼稚園に対して、保育

教諭等の処遇改善に要する費用を補助しました。 

７ 
市立保育園管理運営業

務 

・保育士の負担軽減を図るため、保育業務のＩＣＴ化に取

り組みました。 

・保育補助員を配置し、保育士の負担軽減を図りました。 

（会計年度職員６人） 

８ 
へき地保育所管理運営

業務 
・保育士の負担軽減を図るため、保育業務のＩＣＴ化に取

り組みました。 

9 
市立認定こども園管理

運営業務 

10 
市立幼稚園管理運営業

務 

・幼稚園教諭の負担軽減を図るため、幼稚園業務のＩＣＴ

化に取り組みました。 

・補助教諭を配置し、幼稚園教諭の負担軽減を図りました。 

（会計年度職員１２人） 

11 
保育業務ＩＣＴ化推進

事業 

保育士等の負担軽減を図るため、保育業務のＩＣＴ化に取

り組みました。 

12 幼児教育研究事業 

幼児期の教育・保育においては、小学校教育との連携や接

続について十分配慮することが求められていることから、

市内11ブロックに設置している連絡協議会における研修

や就学に関わる情報交換等により、連携の強化を図りまし

た。 
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（３）こどもの安全・安心の確保 

No 事務事業 取組内容 

１ 交通安全啓発事業 
地域や関係機関等と連携し、交通安全運動を推進することに

より、交通安全意識の向上を図りました。 

２ 防犯啓発活動事業 
地域や関係機関等と連携し、自主的な防犯活動を展開するこ

とにより、犯罪の起こりにくい環境をつくりました。 

３ 
学校教育課における

取組 

こどもたちが安心して登下校できるよう、通学路の危険箇所

について関係機関等と合同点検を実施し、それぞれの視点か

ら安全対策を協議し、危険箇所の解消に取り組みました。 

・地域との連携による見守り活動やこどもたちに対する交通

安全教育を実施するなど、総合的な交通安全対策を推進し、

登下校時の安全確保に努めました。 

４ 
各関係課における取

組 

こどもや子育て家庭が安心して生活できるよう、バリアフリ

ーやユニバーサルデザインに配慮したまちづくりを推進し

ました。 
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（４）総合的な子育て支援の充実 

No 事務事業 取組内容 

１ 

児童健全育成事業 

（利用者支援事業「基

本型・特定型」） 

・山口市こども家庭センター等において、子育て家庭や妊産

婦が、教育・保育施設や地域子ども・子育て支援事業、保健・

医療・福祉等の関係機関が円滑に利用できるよう、身近な場

所での相談や情報提供、助言等必要な支援を行うとともに、

関係機関との連絡調整、連携・協働等を行いました。 

・「子育て支援情報ハンドブック」の発行や、市ウェブサイ

ト「山口市子育て応援サイト」の運営、こども未来課のイン

スタグラム（はぐっちやまぐち）を通じて、子育てに関する

情報の周知を行いました。 

２ 

子育て福祉総合セン

ター管理運営事業 

（利用者支援事業「特

定型」） 

やまぐち子育て福祉総合センターにおいて、教育・保育・そ

の他の子育て支援に関する情報提供や必要に応じた相談・助

言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を行いまし

た。 

子ども・子育て相談・情報提供の延べ相談件数（５８１件） 

３ 

妊娠・出産包括支援事

業【再掲】 

（利用者支援事業「こ

ど も 家 庭 セ ン タ ー

型」） 

・山口市こども家庭センターにおいて、保健師、助産師等が

妊娠期から子育て期にわたる専門的な相談及び支援を行い

ました。 

・妊娠届出時から「やまぐち親子♡子育てアプリやまここ

by 母子モ」の登録を案内し、妊娠・出産・子育て期にわた

り子育てに関する情報を配信しました。 

・子育て保健課のインスタグラムを通じて、タイムリーな子

育て支援情報の発信に努めました。 

４ 
地域子育て支援拠点

事業 

地域の子育て中の親子、特に未就園児がいる家庭の親子の交

流促進や子育てに関する相談、援助等を行いました。 

・交流広場の提供 

・子育て関連情報の収集、提供 

・子育てに関する相談 

・子育て支援講座の実施 

・子育てサークル等の育成支援 

・地域のこどもと保育所児童との交流 
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No 事務事業 取組内容 

５ 
ファミリーサポート

センター運営事業 

育児サービスを受けたい方と子育て支援の提供を行う方の

依頼調整を行いました。 

６ 母親クラブ育成事業 

児童の余暇指導、健康、栄養、社会生活訓練等、生活環境等

に関する正しい知識を母親に対して付与する等、地域に密着

した活動を行う地域活動連絡協議会（母親クラブ）に対して

助成を行いました。 

７ 
家庭教育訪問支援事

業 

育児に不安を抱える保護者が増えている中、「家庭教育アド

バイザー」による個別の訪問相談や小学校就学時健診等の場

で啓発活動を実施しました。また、保護者同士のつながりづ

くりの場となる保護者カフェを各学校の行事に合わせて開

催し、不登校等について悩む保護者を対象とした保護者カフ

ェを地域交流センターで開催するなど、様々な支援を展開す

ることで、保護者の子育てに関する不安を軽減しました。 

８ 
家庭教育講座開催事

業 

家庭の教育の向上を目指して、保護者等を対象に、親子のか

かわり方や家庭における教育のあり方に関する講座を開催

し、実践・啓発に努めました。 
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（５）子育て家庭の経済的負担の軽減 

No 事務事業 取組内容 

１ 
要・準要保護児童就学援助

事業 

経済的な理由により就学困難な児童・生徒の保護者に

対し学用品費や給食費などを援助しました。 

２ 特別支援教育就学奨励事業 

通級指導教室及び特別支援学級に通級・在籍する児

童・生徒の保護者に対し学用品費や給食費、通学費な

どを援助しました。 

３ 乳幼児医療費助成事業 

小学校入学前の乳幼児を対象に、保険診療による医療

費の自己負担分を助成しました。 

（給付件数 177,732 件）※父母の所得制限なし 

４ こども医療費助成事業 

小・中学校の児童生徒及び高校生世代を対象に、保険

診療による医療費の自己負担分を助成しました。 

（給付件数 291,329 件）※父母の所得制限なし 

５ 
ひとり親家庭医療費助成事

業 

ひとり親家庭の母又は父、及びその児童などを対象に、

保険診療による医療費の自己負担分を助成しました。 

（給付件数 33,104 件） 

６ 
重度心身障害者医療費助成

事業 

重度の障がいがある児童などを対象に、保険診療によ

る医療費の自己負担分を助成しました。 

７ 児童手当支給事業 

高校生年代まで（1８歳の誕生日後の最初の 3 月 31

日まで）の児童を養育している方に手当を支給しまし

た。 

８ 私立保育園運営事業 

・低所得世帯等、副食費免除対象者の副食費について

対象児童の在籍する施設に副食費相当額を支給しまし

た。 

保育園（１７施設、９２７千円） 

こども園（１２施設、８７２千円） 

・世帯の所得やきょうだいの年齢、保育所等の同時入

所に関わらず、同一生計内の第 2 子以降の 3 歳未満児

について、保育料を無償化しました。 

９ 認定こども園運営事業 

10 地域型保育運営事業 

世帯の所得やきょうだいの年齢、保育所等の同時入所

に関わらず、同一生計内の第 2 子以降の 3 歳未満児に

ついて、保育料を無償化しました。 

11 
認可外保育施設等利用給付

事業 

12 市立保育園管理運営業務 

13 へき地保育所管理運営業務 

14 
市立認定こども園管理運営

業務 

15 予防接種事業 

１歳以上２歳未満、年長児の４月１日から３月３１日

までの幼児を対象に、おたふくかぜワクチン予防接種

費用を一部助成しました。 
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２ 困難を有するこども・若者を支援する施策 

 

●目標値の達成状況 

 

 

●令和 7 年度の取組内容 

 

（１）児童虐待防止対策と社会的養護の推進 

No 事務事業 取組内容 

１ 家庭児童相談事業 

・相談室を設置し、専門職（保健師・社会福祉士・保

育士等）がこどもや家庭に関する相談に応じ、内容に

よって必要な支援を行いました。 

・山口市こども家庭センター（母子保健機能・児童福

祉機能）及びやまぐち子育て福祉総合センターを中心

に、地域子育て相談機関やこども及び家庭に関わる機

関が連携してこどもと子育て家庭を支援しました。 

・引き続き両センターを中心に、関係機関との連携を

より密にし、相談支援体制のさらなる充実に努めま

す。 

2 児童虐待対策事業 

・関係機関のネットワークを構築し、児童虐待の未然

防止、早期発見に取り組むとともに、関係機関が連携

して適切に対応しました。 

・疑いも含め児童虐待として受理したケースは、要保

護児童対策地域協議会でケース管理を行い、関係機関

と連携して対応しました。 

・子育て世帯の抱える複雑かつ多様化する相談支援ニ

ーズに対して、地域の支援機関を活用し、相談支援体

制の充実を図りました。 

（相談通告受理件数３４８件、虐待認定件数３６件） 

 

項 目 
現 状 

令和５年度 

目標値 

令和 11 年度 

参 考 

令和６年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

児童虐待認定件数 75 件 
８件 

以下 
８７件 ３６件 

  
 

１８歳以下の児童のう

ち、児童扶養手当受給対

象児童の割合 

6.5％ 
6.2％ 

以下 
6.３％ 6.２％ 

  

 

自分にはよい

ところがある

と思うこども

の割合 

小学 6

年生 
84.0％ 

上昇させ

る 
83.9% 85.2％ 

  

 

中学３

年生 
76.7％ 

上昇させ

る 
81.1% 84.1％ 
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No 事務事業 取組内容 

３ 養育支援訪問事業 

養育状況により支援の必要性があると思われる家庭

に対し、家庭訪問等を行い、養育に関する相談、指導、

助言その他必要な支援を行い、養育上の諸問題の解

決、改善を図りました。 

４ 

児童虐待対策事業 

妊娠・出産包括支援事業 

（親子関係形成支援事業） 

児童との関わり方や子育てに悩みや不安を抱えてい

る保護者及びその児童に対し、講義やグループワー

ク、ロールプレイ等を通じて、親子間における適切な

関係性の構築を図りました。 

５ 

児童虐待対策事業 

（支援対象児童等見守り強

化事業） 

家庭環境の変化等による児童虐待のリスクの高まり

を踏まえ、民間団体等と連携して、要保護児童対策地

域協議会の支援対象児童等として登録されているこ

ども等の居宅を訪問するなどし、状況の把握や食事の

提供、学習・生活指導等を通じたこどもの見守り体制

の強化を図りました。 
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（２）こどもの貧困対策 

No 事務事業 取組内容 

１ 家庭児童相談事業【再掲】 

・相談室を設置し、専門職（保健師・社会福祉士・保

育士等）がこどもや家庭に関する相談に応じ、内容に

よって必要な支援を行いました。 

・山口市こども家庭センター（母子保健機能・児童福

祉機能）及びやまぐち子育て福祉総合センターを中心

に、地域子育て相談機関やこども及び家庭に関わる機

関が連携してこどもと子育て家庭を支援しました。 

・引き続き両センターを中心に、関係機関との連携を

より密にし、相談支援体制のさらなる充実に努めま

す。 

２ 母子父子福祉対策事業 

母子・父子自立支援員がひとり親家庭の様々な相談に

応じ、必要な支援につなげました。 

（相談件数 延６４３件） 

 また、ひとり親家庭の多様化する相談ニーズに対応

するため、地域の社会福祉法人に委託し、夜間・休日

の相談や手続き等の同行支援、見守り支援等を実施

し、相談支援体制の充実を図りました。 

３ 
母子父子家庭自立支援給付

事業 

ひとり親家庭の母及び父に対して、就業に結びつきや

すい資格の取得を促進するため、給付金を支給しまし

た。（高等職業訓練促進給付金 １３件） 

４ 
母子生活支援施設入所措置

事業 

経済的、住宅事情等により困窮している母子世帯、ま

たＤＶ被害者の母子保護のため、母子生活支援施設へ

の入所措置を行いました。 

（新規 １世帯、継続 ２世帯、退所 １世帯） 

５ 
子どもの生活・学習支援事

業 

ひとり親家庭等のこどもが定期的に集える場所とし

て、ボランティア等による生活支援（食事の提供）や

学習支援を行いました。（居場所：市内 2 ヶ所、学習

会：市内６ヶ所） 

6 児童扶養手当等支給事業 

父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていな

い児童が育成される家庭（ひとり親）の生活の安定と

自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを

目的に手当を支給しました。 

７ 
要・準要保護児童就学援助

事業【再掲】 

経済的な理由により就学困難な児童・生徒の保護者に

対し学用品費や給食費などを援助しました。 

８ 
ひとり親家庭医療費助成

事業【再掲】 

ひとり親家庭の母又は父、及びその児童などを対象

に、保険診療による医療費の自己負担分を助成しま

した。（給付件数 33,104 件） 
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No 事務事業 取組内容 

９ 私立保育園運営事業【再掲】 

・低所得世帯等、副食費免除対象者の副食費について

対象児童の在籍する施設に副食費相当額を支給しま

した。 

保育園（１７施設、９２７千円） 

こども園（１２施設、８７２千円） 

・世帯の所得やきょうだいの年齢、保育所等の同時入

所に関わらず、同一生計内の第 2 子以降の 3 歳未満

児について、保育料を無償化しました。 

10 
認定こども園運営事業【再

掲】 
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（３）ひとり親家庭への支援 

No 事務事業 取組内容 

１ 家庭児童相談事業【再掲】 

・相談室を設置し、専門職（保健師・社会福祉士・保

育士等）がこどもや家庭に関する相談に応じ、内容に

よって必要な支援を行いました。 

・山口市こども家庭センター（母子保健機能・児童福

祉機能）及びやまぐち子育て福祉総合センターを中心

に、地域子育て相談機関やこども及び家庭に関わる機

関が連携してこどもと子育て家庭を支援しました。 

・引き続き両センターを中心に、関係機関との連携を

より密にし、相談支援体制のさらなる充実に努めま

す。 

２ 
母子父子福祉対策事業 

【再掲】 

母子・父子自立支援員がひとり親家庭の様々な相談に

応じ、必要な支援につなげました。 

（相談件数 延６４３件） 

 また、ひとり親家庭の多様化する相談ニーズに対応

するため、地域の社会福祉法人に委託し、夜間・休日

の相談や手続き等の同行支援、見守り支援等を実施

し、相談支援体制の充実を図りました。 

３ 
母子父子家庭自立支援給付

事業【再掲】 

ひとり親家庭の母及び父に対して、就業に結びつきや

すい資格の取得を促進するため、給付金を支給しまし

た。（高等職業訓練促進給付金 １３件） 

４ 
母子生活支援施設入所措置

事業【再掲】 

経済的、住宅事情等により困窮している母子世帯、ま

たＤＶ被害者の母子保護のため、母子生活支援施設へ

の入所措置を行いました。 

（新規 １世帯、継続 ２世帯、退所 １世帯） 

５ 
子どもの生活・学習支援事

業【再掲】 

ひとり親家庭のこどもが定期的に集える場所として、

ボランティア等による生活支援（食事の提供）や学習

支援を行いました。（居場所：市内 2 ヶ所、学習会：

市内６ヶ所） 

6 
児童扶養手当等支給事業

【再掲】 

父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていな

い児童が育成される家庭（ひとり親）の生活の安定と

自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを

目的に手当を支給しました。 

7 
ひとり親家庭医療費助成

事業【再掲】 

ひとり親家庭の母又は父、及びその児童などを対象

に、保険診療による医療費の自己負担分を助成しま

した。（給付件数 33,104 件） 
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（４）ヤングケアラーへの支援 

No 事務事業 取組内容 

１ 児童虐待対策事業 

専用相談電話を設置し、家族の世話や家事をしてい

て、自分のことができず困っていることなど、こど

も本人又は家族の方からの相談を受け、学校をはじ

め関係機関と連携のもと、適切な支援につながるよ

う努めました。 

２ 
アウトリーチ等を通じた 

継続的支援事業 

関係機関とのネットワークや地域住民とのつながり

の中から潜在的な課題を抱える人を見つけ、専門職

員が学校や関係機関と連携を図りながら学習支援や

教育相談を行いました。 

３ 児童健全育成事業 
支援を必要とするヤングケアラーを早期に把握する

ため、実態調査を行いました。 

 

 

（５）不登校・ひきこもりのこども・若者への支援 

No 事務事業 取組内容 

１ 教育相談室管理運営業務 

山口市教育相談室において、常駐している教育相談員

が、来所や電話、メール、学校訪問等により、いじめ

や不登校をはじめとする学校生活における悩み事や、

こどもの養育上の相談等を受付けました。 

２ 
子どもの笑顔づくり推進事

業 

誰もが笑顔で楽しい学校生活を送るために、いじめ不

登校専門相談員の配置やスクールソーシャルワーカ

ーの派遣など、相談体制の充実に努め、いじめ、不登

校問題の解消に取り組みました。 

３ 
教育支援センター管理運営

業務 

不登校の児童・生徒を対象に集団活動指導や学習支援

を行う教育支援センター（あすなろ教室）において、

児童・生徒一人ひとりの実態に応じた活動を実施し、

学校への復帰と自立を支援しました。 

４ 相談支援事業 

障がい者基幹相談支援センターとひきこもり支援に

取り組むＮＰＯ法人等で連携し、ひきこもり状態にあ

るこどもやその家族等に対する相談、支援体制の充実

に取り組みました。 

５ 
アウトリーチ等を通じた 

継続的支援事業【再掲】 

関係機関とのネットワークや地域住民とのつながり

の中から潜在的な課題を抱える人を見つけ、専門職員

が学校や関係機関と連携を図りながら学習支援や教

育相談を行いました。 
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（６）障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

No 事務事業 取組内容 

1 
子育て福祉総合センター管

理運営事業 

職員体制の充実を図り、教育・保育・その他の子育て

支援に関する幅広い相談等への対応や関連する情報

の発信に取り組みました。 

２ 学校教育振興事業 

・発達上の困り感や障がいのある幼児・児童・生徒に

ついて、関係機関と連携し、幼児・児童・生徒及び保

護者への支援に努めました。また、市内の拠点校に配

置する特別支援教育推進専門員が、園・学校を訪問し、

相談や支援を行いました。 

・障がい児等、特別な支援が必要なこどもの受け入れ

を推進するとともに、受け入れにあたっては、関係機

関との連携を図り、支援の提供体制の確保に努めまし

た。 

・学校においては、障がいの有無にかかわらず、共に

学ぶ取組（インクルーシブ教育）の充実を図りつつ、

通常の学級のこどもと特別支援学級等のこどもの交

流及び共同学習の体制整備を図りました。 

３ 
教育相談室管理運営業務

【再掲】 

山口市教育相談室において、常駐している教育相談員

が、来所、電話やメール、学校訪問等により、いじめ

や不登校をはじめとする学校生活における悩み事や、

こどもの養育上の相談等を受付けました。 

４ 
障害児施設サービス給付事

業 

障がい児及び療育を必要とする児童に対し、放課後等

デイサービスなどの福祉サービスを提供することに

より、障がい児及び療育を必要とする児童やその保護

者が地域で安心して生活できるように支援を行いま

した。 

障害児通所支援の支給決定者数：１,０００人 

障害児通所支援の延利用件数：１９,６３５件 

５ 特別障害者手当等支給事業 

障害児福祉手当：日常生活で常時特別な介護を必要と

する 20 歳未満の家庭で生活している重度障がい児

に、月額 1６,１０0 円（※）を支給することにより、

経済的、精神的負担を軽減しました。 

※月額は令和７年度のもの（物価上昇率にあわせて変動） 

６ 
心身障害児福祉手当支給事

業 

身体障害者手帳、療育手帳を所持する 20 歳未満の児

童を養育、監護する市在住の保護者又は養育者に、月

額 3,000 円を支給することにより、児童の福祉の増

進を図りました。 
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No 事務事業 取組内容 

７ 子ども発達支援事業 

・こどもの発達に関する相談窓口を明確化し、保護者

の相談内容と支援が適切につながるように体制整備

を行いました。 

・こどもの発達に関する保護者の相談にのる場の設置

や、発達障がい等に関する知識を有する専門員が、こ

どもとその保護者が集まる場所に巡回等を行い、支援

方法を助言するなど、早期発見、早期支援の体制の充

実を図りました。 

こども発達相談会実績（令和７年度）： 

相談対応実人数 ３１人（延３９人） 

巡回支援専門員整備事業実績（令和７年度）： 

巡回回数 38 回 相談対応実人数 145 人（延 209

人） 

・医療的ケア児支援のため、保健、医療、障がい福祉、

保育、教育等の関係機関等で連携を図り支援の充実を

図りました。 

８ 私立保育園特別保育事業 

医療的ケアを行う看護師等を配置し、医療的ケア児

の受入体制を整備する保育施設に対して、医療的ケ

ア児の保育に要する費用を補助しました。(1 施設、

5,530 千円) 

 

 
 

（７）こども・若者の自殺対策 

No 事務事業 取組内容 

１ 精神保健事業 

・悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必

要な支援につなげ、見守るなど、早期対応にあたる中

心的な人材の養成として、市民や団体向けにゲートキ

ーパー養成講座を開催しました。 

・市内の高校１年生に向けて、こころの健康情報サイ

ト「こころほっとやまぐち」のカードを配布し、相談

窓口の周知を図りました。 

・ＳＮＳを通じて、こども・若者向けに「こころの体

温計」やゲートキーパー、相談窓口、メンタルヘルス

対策等の周知啓発を行いました。 

２ 
子どもの笑顔づくり推進

事業（あすなろカウンセリング） 

悩んでいる児童・生徒および保護者に対し、臨床心

理の専門家によるカウンセリングを行いました。 
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３ 次代を担うひとづくりを推進する施策 

●目標値の達成状況 

      

 

 
●令和 7 年度の取組内容 

 

（１）生きる力を育む教育の充実 

No 事務事業 取組内容 

１ 学習支援事業 
小中学校に補助教員を配置し、支援の必要な児童・生

徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行いました。 

２ 英語指導助手配置事業 
学校へ外国語指導助手を派遣し、外国語活動・外国語

教育を支援しました。 

３ 
教育相談室管理運営業務

【再掲】 

山口市教育相談室において、常駐している教育相談員

が、来所、電話やメール、学校訪問等により、いじめ

や不登校をはじめとする学校生活における悩み事や、

こどもの養育上の相談等を受付けました。 

４ 
地域ぐるみ子育て支援推進

事業 

・こどもの教育を主眼に地域内連携を進める「地域協

育ネット」の取組の活性化を図りました。 

・市独自の教育支援ネットワークである「やまぐち路

傍塾」登録者の経験、知識、技能を学校や地域で活用

することでこどもたちの学びを深める取組を行いまし

た。 

５ 青少年センター運営事業 
豊かな心をはぐくみ、青少年の健全育成を図るため、

地域と連携した取組を推進しました。 

６ 
子どもの居場所づくり推進

事業 

青少年の豊かな人間性や「生きる力」をはぐくむため、

地域の多様な方々の参画を得て、放課後や週末におい

て地域の特性を生かした多様な体験活動や外遊びの機

会を設け、安全安心なこどもの居場所を創出する取組

を行いました。 

項 目 
現 状 

令和５年度 

目標値 

令和 11 年度 

参 考 

令和６年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

地域において子どもが健全に

育成されていると感じている

市民の割合 

41.1％ 
45.0％ 

以上 
39.0% 41.8%    

学校生活を楽しんでいる児童

の割合 
88.9％ 

92.0％ 

以上 
89.0% 90.1% 

 

  

学校生活を楽しんでいる生徒

の割合 
89.6％ 

92.0％ 

以上 
91.3% 91.5% 
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No 事務事業 取組内容 

７ 児童健全育成事業 

こどもを生み育てる喜びを感じ、将来、親となったと

きのための子育て体験や、命の大切さを理解する場と

して、次代の親となる生徒を対象に、学校と連携して

乳幼児にふれあう機会を提供する思春期子育て体験事

業を実施しました。 

８ ＩＣＴ教育推進事業 

子どもたちが、情報機器の正しい使い方の習得だけで

なく、その危険性を理解し自己防衛できる判断力の育

成を目指した、教育モラル教育に取り組みました。 
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（２）こどもの居場所づくりと体験機会の提供 

No 事務事業 取組内容 

1 放課後児童クラブ運営事業 

放課後、留守家庭児童となる小学生を対象に、適切

な遊びと生活の場を提供するため、放課後児童クラ

ブの運営を指定管理又は委託により実施しました。 

2 放課後児童クラブ整備事業 

放課後児童クラブの待機児童解消を図るため、施設

の新築・増改築等による定員の拡大に向けて、取り

組みました。 

３ 

山口児童館管理運営業務 

三和児童館管理運営業務 

上郷児童館管理運営業務 

秋穂コミュニティセンター管

理運営業務 

児童向け講座や各種クラブの実施、多世代との交流

活動を実施するなど、児童が健全な遊びを通して情

操が豊かになるよう、児童館の管理運営を行いまし

た。 

４ 
子どもの生活・学習支援事業

【再掲】 

ひとり親家庭のこどもが定期的に集える場所とし

て、ボランティア等による生活支援（食事の提供）

や学習支援を行いました。（居場所：市内 2 ヶ所、

学習会：市内６ヶ所） 

５ 
児童虐待対策事業 

（児童育成支援拠点事業） 

養育環境等に課題を抱える、家庭や学校に居場所の

ない児童に対して、安全・安心な居場所を提供し、

児童とその家庭が抱える多様な課題に応じて、生活

習慣の形成や学習のサポート等を行うなど、包括的

な支援を提供し、虐待を防止し、こどもの最善の利

益の保障と健全な育成を図りました。 

６ 
教育相談室管理運営業務【再

掲】 

山口市教育相談室において、常駐している教育相談

員が、来所、電話やメール、学校訪問等により、い

じめや不登校をはじめとする学校生活における悩み

事や、こどもの養育上の相談等を受付けました。 

７ 
子どもの笑顔づくり推進事業

【再掲】 

誰もが笑顔で楽しい学校生活を送るために、いじめ

不登校専門相談員の配置やスクールソーシャルワー

カーの派遣など、相談体制の充実に努め、いじめ、

不登校問題の解消に取り組みました。 
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No 事務事業 取組内容 

８ 
教育支援センター管理運営業

務【再掲】 

不登校の児童・生徒を対象に集団活動指導や学習支

援を行う教育支援センター（あすなろ教室）におい

て、児童・生徒一人ひとりの実態に応じた活動を実

施し、学校への復帰と自立を支援しました。 

９ 
子どもの居場所づくり推進事

業【再掲】 

青少年の豊かな人間性や「生きる力」をはぐくむた

め、地域の多様な方々の参画を得て、放課後や週末

において地域の特性を生かした多様な体験活動や外

遊びの機会を設け、安全安心なこどもの居場所を創

出する取り組みを行いました。 

10 図書館管理運営事業 

利用者サービスの向上を図るほか、図書館システム

の導入による管理の効率化、市民への知識の提供、

心安らぐ憩いの場、コミュニケーションの場として

の図書館の機能強化を図りました。 

11 

文化財保護事務 

歴史民俗資料館管理運営業務 

鋳銭司郷土館管理運営業務 

小郡文化資料館管理運営業務 

秋穂歴史民俗資料館管理運営

業務 

徳地文化伝承館管理運営業務 

旧中川家住宅管理運営業務 

地域の歴史や文化についての理解を深めるととも

に、愛着と誇りを持つことができるよう、様々な取

組の充実を図りました。 

12 

山口市菜香亭企画運営事業 

文化振興財団企画運営事業 

市民会館企画運営事業 

C・S 赤れんが企画運営事業 

中原中也記念館運営業務 

山口情報芸術センター企画運

営事業 

嘉村礒多生家活用事業 

十朋亭維新館企画運営業務 

こどもや親子連れが来場しやすく、親しみやすい環

境の充実を図りつつ、こどもたちに質の高い芸術文

化に触れる機会を提供しました。 

こどもたちを対象としたオリジナルワークショップ

の展開やこどもたちが参加しやすい環境の充実を図

ると共に、施設の特色を活かした展示や体験事業の

実施を通じて、柔軟な発想力や創造性を養い、こど

もの芸術創造活動を推進しました。 

13 国際交流員の派遣事業 

国際交流員による青少年を対象とした他国文化の紹

介などの講座の実施等により国際感覚の醸成を図り

ました。 
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No 事務事業 取組内容 

14 地域スポーツ活動活性化事業 
総合型スポーツ地域クラブを通じ、こどもの地域ス

ポーツクラブへの参加促進に努めました。 

 
 

 

（３）結婚の希望を叶えるための支援 

No 事務事業 取組内容 

１ 児童健全育成事業 
結婚を希望される男女の出会いの機会の創出が期待

される婚活イベントの開催を支援しました。 
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４ 仕事と子育ての両立を推進する施策 

 

●目標値の達成状況 

 

 
●令和 7 年度の取組内容 
 

（１）ワーク・ライフ・バランスの実現 

No 事務事業 取組内容 

１ 雇用対策事業 

子育てをしながら働きやすい職場環境の実現に向けて、

企業に対し、アンコンシャス・バイアスの解消や職場環

境改善に向けたセミナーを開催しました。 

２ 
男女共同参画基本計画策

定・推進事業 

男性が家事や子育て、地域への参画等を自らのことと捉

え、主体的な参画を促進するための広報を行い、職場優

先の意識やライフスタイルの見直し、固定的性別役割分

担意識の解消に向けた啓発を行いました。 

３ 
男女共同参画センター運営

事業 

ワーク・ライフ・バランス、無意識の偏見への気づきを

テーマとした講座等を開催し、ワーク・ライフ・バラン

スの実現に向けた意識啓発を行いました。 

 
 
 

 

（２）働きやすい環境づくり 

No 事務事業 取組内容 

１ 雇用対策事業【再掲】 

子育てをしながら働きやすい職場環境の実現に向けて、

企業に対し、アンコンシャス・バイアスの解消や職場環

境改善に向けたセミナーを開催しました。 

 

項 目 
現 状 

令和５年度 

目標値 

令和 11 年度 

参 考 

令和６年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

働きやすく、生活とのバ

ランスがとれたまちだ

と思う市民の割合 

34.9％ 
50.0％ 

以上 
39.8％ 43.9％ 

  

 





　

第５章
子ども・子育て支援事業計画
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